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社会福祉法人あだちの里 

〒121-0813 

東京都足立区竹の塚七丁目 19 番 7 号 

 TEL 03（5831）1721 

 FAX 03（5831）1720 

HP：https://a-sato.or.jp/ 

あだちの里 
法人ニュース 

春号 
№79 

令和 3年 4月 吉日 

第 79号 ご案内 

 
1P  
新年度のご挨拶 
 
2～3P 
2021年度新規採用者のご紹介 
 
4P  
・あだちの里×SDGs 
 ～持続可能な社会のために～ 
・東日本大震災から 10年 
～災害に対する取り組み～ 
・あだちの里後援会について 
 

桜が昨年と並んで観測史上最も早く開花しました。これも地球温暖
化の影響でしょうか。私たちの日々の生活がその一因としたら、生活様式
の一層の見直しが必要だと思います。 
新型コロナウイルスも私たちの生活を一変させています。何よりも、ご利

用者やご家族の皆様に様々な我慢をお願いしていることは心苦しい限り
です。職員ともども、感染防止策を徹底しながら、充実したサービスが提
供できるよう工夫を重ねてまいります。 
春を迎え、新たなご利用者と職員を迎えることができました。早く新し

い環境に慣れていただくとともに、フレッシュな風を吹き込んでいただくことを
期待しています。 
さて、去る 2 月 8 日、前理事長篠原義臣氏がご逝去されました。法

人設立当初から最も新しい江北ひまわり園の建設まで、20 数年にわた
るあだちの里の歴史を築いていただいた功績は語り尽くせません。いつも
笑顔で、フットワークの良さと粘り強さは特筆すべきものがありました。そし
て、ご利用者から愛され、多くの職員を育てていただきました。心から感謝
申し上げますとともに、ご冥福をお祈りいたします。 
新しい年度の始まりにあたり、皆様の一層のご理解とご支援を賜りま

すようお願い申し上げます。 
理事長 有賀 純三 
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 2021 年度は、新規採用者 19 名を迎えることができました。昨年度はコロナ禍での採用活動となり、オ
ンラインの活用をはじめ、例年とは異なる採用活動となりました。入職前のオリエンテーションにおいても、対
面式ではなくオンラインで実施し、あだちの里の一員として入職するための準備を進め、4 月より各施設にて
一歩を踏み出しました。皆様、どうぞよろしくお願いいたします。 

202１年度新規採用者のご紹介 

綾瀬ひまわり園 大友 優香 
① ポジティブなところ 
② カレー 
③ 日々多くのことを学び、信頼される

支援員になれるよう頑張ります。 

綾瀬なないろ園 遠藤 未紘 
① いつも笑顔 
② ハンバーグ 
③ 新社会人となり緊張しておりますが 

笑顔を忘れずに頑張ります。 

竹の塚福祉園 磯部 優海 
① 負けず嫌い 
② カレー 
③ 「あだちの里」の一員として誇りを持

ち、成長していきたいです。 

竹の塚福祉園 関口 奈帆 
① 常に笑顔 
② 麺類 
③ 皆さんとはやく仲良くなって楽しい

毎日を送れるよう頑張ります。 

竹の塚福祉園 干野 嘉大 
① 真面目・優しい 
② 焼肉 
③ 一つひとつ出来ることを増やし、あだ

ちの里で必要な人になれるよう精進
します。 

竹の塚ひまわり園 山下 怜士 
① 何事にも挑戦 
② 和食 
③ ご利用者のできること・やりたいことに

寄り添い、成長を支えられる支援員
を目指します。 

希望の苑(入所) 木村 世菜 
① ポジティブ思考 
② トマト、アイス 
③ 日々努力を忘れず、自分自身を成

長させ、ご利用者の力になれるよう
頑張ります。 

竹の塚福祉園 横山 美枝(看護師) 
① 元気がいちばん 
② もも 
③ 今までの経験を活かして、皆様の

気持ちに寄り添い仕事をします。 

施設名 氏名 
① アピールポイント 
② 好きな食べ物 
③ 入職にあたっての抱負 

ご紹介内容 
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希望の苑(入所) 國分 文郎 
① 食べることが好きです 
② ラーメン 
③ ご利用者のために少しでも力にな

れるよう頑張ります。 

希望の苑(入所) 小島 千夏 
① なんでも全力で挑戦します︕ 
② アイス 
③ 皆様からたくさんの笑顔を頂きなが

ら、楽しんで仕事に励みます。 

希望の苑(入所) 小林 充典 
① 現実的 
② 和食 
③ ご利用者の皆様にとって快適な生

活環境を作れるように頑張ります。 

希望の苑(通所) 早舩 侑里 
① ポジティブ思考 
② パスタ 
③ 信頼される支援員になれるように

日々精進していきます。 

希望の苑(入所) 杉田 佳穂 
① 何事も最後までやり遂げる 
② ラーメン 
③ 笑顔と元気をモットーに、ご利用者

の支えとなれるよう頑張ります。 

あだちの里地域生活支援センター 
小坂 なつみ 

① 何事にも一生懸命取り組む 
② 海鮮料理 
③ ご利用者とたくさん関わり、一人ひ

とりにあった支援ができる素晴らし
い支援員になりたいです。 

谷在家福祉園 臼木 真由美 
① ひたむきに努力 
② ミートソーススパゲティ 
③ 一人ひとりと向き合い、寄り添える

支援員を目指します。 

谷在家福祉園 谷口 大地 
① 何事も投げ出さない 
② チャーハン 
③ ご利用者第一を忘れずに、支援

員として成長していきます。 
谷在家福祉作業所 田中 亜美 
① 丁寧 
② オムライス 
③ 障がい分野における幅広い経験が

できるように積極的にチャレンジして
いきます。 

江北ひまわり園 大味 かおる 
① ポジティブ 
② マンゴー 
③ いつでも笑顔で過ごし、ご利用者と

楽しいと思える日々を作ります。 

江北ひまわり園 本橋 優花 
① 天真爛漫 
② じゃがいも 
③ 笑顔を絶やさず、相手に寄り添うこ

とを大切にしていきます。 

新規採用者の活躍を温かく見

守っていただけますと幸いです。 

よろしくお願いいたします。 
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あだちの里後援会について 
 昨年度も法人運営にご理解・ご協力いただき、心より感謝申し上げます。 
令和３年 3 月には、綾瀬後援会・竹の塚後援会・谷在家後援会の皆様
より、寄付を賜りました。法人ニュース夏号で、改めてご紹介いたします。 

東日本大震災から 10 年が経ちました。当法人では、各事業所・法人全体としての取り組みを実施してき
ました。各事業所では、地震・火事・水害にそれぞれの場合における避難訓練の実施。法人全体としては、昨
年の法人ニュース秋号でご紹介した水害時想定のグループホーム避難訓練を実施し、法人全体でのグループ
ホームのバックアップ体制を整えてきました。 
しかし、実際の避難を想定した動きには、まだまだ多くの課題があります。避難訓練後の振り返りはもちろ

ん、日々の活動の中での気づきを共有していき、災害対策の見直しを重ねていきます。 

東日本大震災から 10年 ～ 災害に対する取り組み ～ 

【お問い合わせ】 
綾瀬後援会  会長 大池 勝巳 
受付窓口    綾瀬ひまわり園 
          03（3629）3231 
竹の塚後援会 会長 國井 幹雄 
受付窓口    竹の塚ひまわり園 
          03（5831）1721 
谷在家後援会 会長 浅香 孝子 
受付窓口    谷在家障がい福祉施設 
          03（3853）0632 

後援会とは 
施設内の活動の充実、 

ご利用者の地域での活動支
援などにご支援頂いています。 

あだちの里×SDGs ～ 持続可能な社会のために ～ 

ご賛同お願いいたします 
特別会員︓1口 10,000円 
一般会員︓1口  2,000円 
※ご賛同いただける場合は、右記の受付
窓口までご連絡をお願いいたします。 

SDGs とは… 
SDGs（エスディージーズ）とは、「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の

略称であり、2015年 9月に国連に加盟している全 193 ヵ国によって採択され、2016年から 2030年まで
に持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。17 のゴール・169 のターゲットから構成され、発展途上
国・先進国と国の状況を問わず、地球上のほぼ全ての国が採択した国際目標であるため、「誰一人取り残さ
ない（leave no one behind）」ことを誓っています。 

あだちの里×SDGs 
 あだちの里では、法人ミッション「障がい者が
地域と共に 笑顔で生活できるよう 私たちは
応援します」のもと、「いつでも・だれでも」利用
できる「場と機会」を提供しています。今後、
SDGs について職員間でも知識を深め、職員
一人ひとりができること・法人全体としての取り
組みを検討・実施し、誰もが暮らしやすい社会
の実現を目指していきます。取り組みにつきまし
ては、法人ニュースにてご紹介していきます。 


